








研究目的 

 鹿児島県は母子保健の一つの指標である妊産婦死亡が,全国平均に比べ著しく高かった

が゛太陽の子運動"をきっかけとして種々の母子保健対策を行なってきた結果,昭和 50 年

代には妊産婦死亡率はかなり改善されてきた。しかし今なお全国平均を上まわっているの

が現状である。そこでその実態を前年度よりさらに詳細に調査・分析し,その低減化をはか

る目的でこの研究を行う。また妊産婦死亡と重要な関連がある妊婦貧血について,地域と貧

血因子について検討してみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


